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今年も新しい年を無事に迎えることができました。のびのびリングも発刊5年目となり、今まで以上に、より良い情報
そして、皆様に貢献できるような活動の報告をして参りたいと思いますので宜しくお願い致します。

http://www.yuzuriha.or.jp/

編 集
後 記

武次食堂

土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、お引き受けできない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）してい
ただければ、坂の下までお迎えに参り
ますので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

す ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

平成28年度

「敬老会」
がおこなわれました

　浦郷事務長、坂井副院長より挨拶の言葉があり、早速、対象者の方々へ、記念品の贈呈がおこなわれました。
その後、“桜井すずめさん”によるオンステージが始まると、一挙に会場も盛り上がりました。さらに、デビュー
曲である「ながさき…」を披露して頂き、透き通るような美声で患者様を始め、会場全体が桜井すずめさんの
歌声に魅了されました。
　その後、職員による「祝いの舞」披露、最後に、会場全体で「長崎ぶらぶら節」を踊り、敬老のお祝いをす
ることができました。

　平成28年9月22日（木）（秋分の日）、毎年恒例の藤村杯ソ
フトボール大会に杠葉病院チームとして今年も参加しました。
　毎年、長崎県大会出場を目指してこの1年間、定期的な練習
を重ねてきて日頃の努力の成果を見せたいところでしたが、今
年も「2引き分け」でパート優勝する事ができませんでした。
　来年こそは、県大会出場を目指したいと思います。

病院親睦ソフトボール大会へ参加しました第55回
藤村薬品

杯

　平成28年9月17日（土）、杠葉病院B棟1Fホールにて、
今年の敬老会をおこないました。
　当日は、入院中のご家族の方々も来院して頂きました。

桜井すずめさんの
オンステージ!!

職員による

「祝いの舞」を披
露

患者様も思わず、
踊りだしました
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病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

福岡県内にある神社にて撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。

第 12号
新春



医局紹介

　機能別ユニットケアの導入について平成27年度より他病
院、他施設のユニットケア病棟の見学に行き、スタッフ教
育そして病棟設備等の改善に至るまでの準備を行ってきま
した。その背景には、様々な生活技能レベルの認知症患者
の増加が挙げられます。また、病院と家庭、施設などの社
会とのリンクを強めていくこと、さらにはマンパワーを最
大限に生かすための業務改善など、病院のみならず地域社
会からの多大なるニーズも存在しています。ユニットケア
はそういった声に対応するための一環として導入しました。
　病院におけるユニットケアとは「その病棟で勤務してい
る職員が患者の看護、介護、その他のニーズに迅速かつ柔
軟に判断・対応が出来るように、規模を縮小した看護・介
護の提供体制」であります。ユニットケアの利点として次
のことがあげられます。

❶ 患者の身体および認知機能別小規模ケアは、患者の個別
ケアの充実を可能にする。

❷ 患者の機能評価を十分に行うことが出来る。（機会の増加
を見込める）

❸ 小規模集団を受け持つので、患者一人ひとりに関わる時
間が増える。

❹ 患者のニーズを感知しやすくなる。
❺ 患者のニーズに沿った看護計画と、地域に戻るための支
援を行いやすくなり、個々の患者にあった社会資源の提
案が可能になる。

　スタッフ同士の連携やスタッフの意識・技術を高める研
修などの機会を充実させ、よりよい看護・介護が提供でき
るように努力していきます。 桜花病棟　若浦雄也

　常勤医、非常勤医師ともに、安全で安心な医療を提供することに
より地域の皆様のお役にたち、「地域に選ばれる病院」になるよう
努力しています。受診、入院の相談がございましたら、当院地域
生活支援課へお気軽にお電話ください。（電話：095-878-3734）

　平成28年12月1日～平成28年12月2日、第62回九州精神医療学会　沖縄
大会がおこなわれ、当院からも学会発表をおこないました。学会発表では3例
の発表がありましたが、今回は、その中の1事例をご紹介したいと思います。

精神疾患全般の治療を担当しています。特に高齢者や更年
期女性患者様には、合併する身体疾患および歩行・嚥下な
どの機能面を十分に考慮した、包括的な医療提供を心がけ
ています。

● 坂井　秀隆
　 精神保健指定医、医学博士、日本精神神経学会専門医

統合失調症、気分障害、不安障害、青年期から老年期の精
神疾患まで幅広く診療しています。産業医としても職場の
環境改善にお手伝いをしています。

● 中野　豪一
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医、産業医

精神科入院患者様の治療を主に担当しています。精神科疾
患に伴う内科的な合併症治療や全身管理を行う事で、より
良い治療環境を提供できるよう努力しています。

● 土屋　健史
　 医学博士、産業医

認知症専門医として「認知症地域連携セミナー」を定期的
に開催するなど、地域の皆様や様々な職種の方々と連携し、
認知症患者様が住みよい街作りをお手伝いしています。

● 葉室　篤
　 精神保健指定医、日本老年精神医学会専門医・指導医、
　 日本認知症学会専門医・指導医

精神疾患全般の治療を担当している女性医師です。癌に伴
う精神症状の治療（サイコオンコロジー）にも取り組み、
患者様の苦痛を少しでも和らげるよう努力しています。

● 鬼塚　芙美
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医

高齢化社会の現在、精神科病院といえども身体疾患を併せ
持つ患者様の割合はかなり高くなっています。入院患者様
の身体疾患の治療・全身管理のみならず、高齢者の肺炎予
防にも取り組んでいます。

● 木谷　崇和
　 医学博士、日本内科学会認定内科医、日本呼吸器学会専門医

入院および外来患者様の歯科治療全般を担当しています。
当院では様々な職種がチームとして「口腔ケア」に取り組
んでおり、入院患者様の肺炎予防に努めています。

● 田中　隆一
　 日本矯正歯科学会・認定医

桜
病棟だより

花 ユニットケア導入について
機能別

九州精神医療学会
発表演題 3例

発表演題

1．単科精神科病院における口腔ケアと肺炎の発症について
2．経鼻経管を抜去後新たな口腔ケアの試みを行い誤嚥性肺炎が予防された3症例

　当院では平成24年度、平成25年度と入院患者にインフ
ルエンザ院内感染が発生したが、平成26年度はインフルエ
ンザ発症患者が0名だったことから、その理由を探ることに
よってより良い院内感染防止対策の考案を目指し、昨年度
看護研究を行った。今回の研究は昨年の看護研究の継続研
究である。平成27年度におけるインフルエンザ感染の発生
要因を究明し、今後の院内感染防止対策の充実を図る為に

本研究を行うことにした。
　比較検討の結果、院内感染防止対策について全ての数的
データが向上し続けているとは言い難く、むしろ標準予防
策に必要なマスクや手指消毒液等の消費量は減少してい
た。これら以外にインフルエンザが発生した病棟スタッフへ
の聞き取り調査や、院内感染対策委員へのアンケートから
見えてきた院内感染対策の現状と課題について考察する。

　平成28年7月3日から5日にわたり、韓国のソウル特別
市江南区で開催された第30回国際神経精神薬理学会
（Collegium Internationale Neuro-Psychopharmacologicum： 
CINP World Congress 2016）に参加してきました。
　韓国の仁川国際空港からソウル駅まで直通電車で行
き、そこから地下鉄に乗り換えて学会の会場までどうにか
無事にたどり着きました。この時期の韓国は日本と同じく
梅雨であまり観光はできませんでしたが、会場のCoex 
Mallは東洋で最大級のショッピングモール。途方も無く広
いショッピング街は勿論、映画館あり、水族館あり、カジノ
ありの物凄い施設で、興味のあるセッションの合間に余っ
た時間を潰すには困りませんでした。
　私にとっては人生3回目の国際学会でありましたが、海
外開催の学会に参加するのは初めてであったため、「一人
で会場にしっかりたどり着けるだろうか？」「英語や韓国語で
問い詰められた上、相手が何を言っているかサッパリ聞き
取れなかったらどうしようか？」「通訳無しに講演を聞いても
時間の無駄ではなかろうか？」など、実にさまざまな面で事
前に緊張したり悩んだりもしておりましたが、いざ韓国に
行ってみると心配していたよりも英語（や身振り手振り）が
通じ、講演の内容も思っていたよりは理解でき、案ずるより
産むが易し、というのは本当なのだなと改めて思いました。
　この学会では基礎領域から実臨床領域まで幅広いト
ピックスがありましたが、その中でも、「Finding Autism 
Before Diagnosis: identification of very early signs 
of autism spectrum disorders in human and mice」
のシンポジウムでは、自閉症スペクトラム障害（ASD）に関
して、普段は論文でしか見たことの無い先生の研究成果や
症状の捉え方などを直接聞くことができ、非常に刺激を受
けました。特に、新生児の泣き声と定型・非定型発達の差

異に関する研究報告が印象的でした。このシンポジウムは
ASDについて、家族性危険因子、新生児の泣き声、遺伝子
マーカ、動物モデルの4テーマを各々のシンポジストが講
演する形式で、同一の疾患に関心を持っていても研究的
アプローチの方法は様々であると同時に、病態の解明と
治療への貢献という目標は同一であることを感じられる
内容でした。
　また、自身の発表としては、長崎大学精神神経科の小澤
寛樹教授の下での研究として「Investigation into the 
blood concentration of ω3 polyunsaturated fatty 
acids in youth ADHD patients」の題でポスター発表
を行い、11名の方とのディスカッションを介して多くの質
問や提案を頂くことができました。不慣れな英語での科学
的ディスカッションは伝えたい内容をうまく説明しきれず
冷や汗が出たものの、最終的にはどうにか伝わりホッとし
た……といった場面もあり、自分の英語力の未熟さを反省
するとともに、改めて英語を勉強し直そうと思う非常に貴
重な機会となりました。
　最後に、初めての国際学会発表は不安な事だらけでし
たが、やってみれば案外何とかなるし、考えていたほど大
層な事ではない、という体験をしておくのはとても価値の
あることだと感じました。なお、CINPは35歳までYoung 
Scientist枠となり、かなり
安価に参加登録することが
可能です。見聞を広げる意
味でも、費用的な意味でも、
一度は若いうちに海外の学
会に参加してみるのはお勧
め、と33歳でぎりぎり「ヤン
グ」な私は思いました。

3．目指せ！インフルエンザゼロ更新・第2報
　　～インフルエンザ院内感染防止対策の充実を図るために～

西　　英行（看護師）
水口　和洋（看護師）
若浦　雄也（看護師）

（要 約）

2016年国際神経精神薬理学会（30th CINP）の参加報告 薬剤部　薬剤師

米澤　健
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意

学
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新人職員紹介

介護主任紹介

森山　崇（B2病棟介護主任）
今年の9月よりB2病棟の介護主任として働かせて頂い
ています。この病院に勤めて精神科、認知症治療病棟
と経験し約10年が経ちました。最初は正直、介護の仕
事がしたいという訳ではありませんでしたが、「とりあ
えずやってみよう」という気持ちで入社し、色々と経
験していくうちに介護の仕事が好きになっていきまし
た。まだまだ未熟な自分ですが、介護主任として介護
スタッフを引っ張っていける存在になれるように勤め
てまいりたいと思います。

西山　崇（A2病棟介護主任）
今年の9月から介護主任として働かせて頂いています。
介護職は、主に患者様の生活の一部の介助、個々に応
じた援助を行う仕事です。その中で、コミュニケーショ
ンを図り、より良い信頼関係を築いていく事を念頭に
置きながら、少しでも患者様の役に立てるよう日々励
んでいます。まだまだ介護士として未熟な面も多々あ
るとは思いますが、これから介護主任として病棟看護
師長、看護主任と連携を図りながら、患者様へより良
い生活援助の提供が出来るよう頑張りたいと思ってお
りますので、宜しくお願いします。

入山　咲（介護士）
患者様から信頼される介護士を目指して頑張ります。

猪狩　恭子（薬剤師）
去年の12月に入社しました。これまでの経験を活かし
仕事に励みたいと思います。

森　翔子（管理栄養士）
患者様に喜んで頂ける食事づくりを目指します。

池田　浩太朗（准看護師）
今年の春から働き始めて半年が経ちました。高校を卒
業したばかりで准看護師としての経験も浅く、右も左
も分からない状態でしたので、まずは先輩方の手技を
積極的に学び、今後に生かせるように努めています。
また、現在は正看護師の資格を持っておらず、学校に
も通っていないので、当院で准看護師としての経験を
積み、正看護師の資格を取得していきたいと思います。

野口　歩愛（作業療法士）
今年の4月から作業療法士として働かせて頂いており
ます。現在は桜花病棟を担当しています。精一杯頑張っ
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

吉﨑　一樹（作業療法士）
今年の4月より作業療法士として働いています。B-2病
棟を担当しています。また、杠葉病院のクラブチーム
you’sでも、ソフトボールをさせて頂いています。こ
れから仕事とソフトボールを楽しく、頑張っていきた
いと思います。
血液型：A　　好きな食べ物：アイス吉村　梓（作業療法士）

今年の4月より作業療法士として働かせていただいて
おります。現在はA-4病棟を担当しています。社会人
1年目ということもあり、ご迷惑をおかけすることも
あると思いますが、精一杯頑張りたいと思います。

山下　國廣（営繕）
入社して半年経過しました。更なる安全運転に務め
ます。

羽根　和幸（看護師）
今年の7月より勤務している看護師の羽根和幸です。
以前は5年程、急性期内科病棟で勤務していました。
現在はこれまでと職場環境が大きく違うため、初めの
頃は戸惑うこともたくさんありました。しかし徐々に
職場にも慣れてくると患者様ともスムーズにコミュニ
ケーションをとることが出来るようになりました。ま
だまだ精神科看護について日々勉強し、これまでの経
験を活かしながらスキルアップ出来るように頑張って
いこうと思います。
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医局紹介

　機能別ユニットケアの導入について平成27年度より他病
院、他施設のユニットケア病棟の見学に行き、スタッフ教
育そして病棟設備等の改善に至るまでの準備を行ってきま
した。その背景には、様々な生活技能レベルの認知症患者
の増加が挙げられます。また、病院と家庭、施設などの社
会とのリンクを強めていくこと、さらにはマンパワーを最
大限に生かすための業務改善など、病院のみならず地域社
会からの多大なるニーズも存在しています。ユニットケア
はそういった声に対応するための一環として導入しました。
　病院におけるユニットケアとは「その病棟で勤務してい
る職員が患者の看護、介護、その他のニーズに迅速かつ柔
軟に判断・対応が出来るように、規模を縮小した看護・介
護の提供体制」であります。ユニットケアの利点として次
のことがあげられます。

❶ 患者の身体および認知機能別小規模ケアは、患者の個別
ケアの充実を可能にする。

❷ 患者の機能評価を十分に行うことが出来る。（機会の増加
を見込める）

❸ 小規模集団を受け持つので、患者一人ひとりに関わる時
間が増える。

❹ 患者のニーズを感知しやすくなる。
❺ 患者のニーズに沿った看護計画と、地域に戻るための支
援を行いやすくなり、個々の患者にあった社会資源の提
案が可能になる。

　スタッフ同士の連携やスタッフの意識・技術を高める研
修などの機会を充実させ、よりよい看護・介護が提供でき
るように努力していきます。 桜花病棟　若浦雄也

　常勤医、非常勤医師ともに、安全で安心な医療を提供することに
より地域の皆様のお役にたち、「地域に選ばれる病院」になるよう
努力しています。受診、入院の相談がございましたら、当院地域
生活支援課へお気軽にお電話ください。（電話：095-878-3734）

　平成28年12月1日～平成28年12月2日、第62回九州精神医療学会　沖縄
大会がおこなわれ、当院からも学会発表をおこないました。学会発表では3例
の発表がありましたが、今回は、その中の1事例をご紹介したいと思います。

精神疾患全般の治療を担当しています。特に高齢者や更年
期女性患者様には、合併する身体疾患および歩行・嚥下な
どの機能面を十分に考慮した、包括的な医療提供を心がけ
ています。

● 坂井　秀隆
　 精神保健指定医、医学博士、日本精神神経学会専門医

統合失調症、気分障害、不安障害、青年期から老年期の精
神疾患まで幅広く診療しています。産業医としても職場の
環境改善にお手伝いをしています。

● 中野　豪一
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医、産業医

精神科入院患者様の治療を主に担当しています。精神科疾
患に伴う内科的な合併症治療や全身管理を行う事で、より
良い治療環境を提供できるよう努力しています。

● 土屋　健史
　 医学博士、産業医

認知症専門医として「認知症地域連携セミナー」を定期的
に開催するなど、地域の皆様や様々な職種の方々と連携し、
認知症患者様が住みよい街作りをお手伝いしています。

● 葉室　篤
　 精神保健指定医、日本老年精神医学会専門医・指導医、
　 日本認知症学会専門医・指導医

精神疾患全般の治療を担当している女性医師です。癌に伴
う精神症状の治療（サイコオンコロジー）にも取り組み、
患者様の苦痛を少しでも和らげるよう努力しています。

● 鬼塚　芙美
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医

高齢化社会の現在、精神科病院といえども身体疾患を併せ
持つ患者様の割合はかなり高くなっています。入院患者様
の身体疾患の治療・全身管理のみならず、高齢者の肺炎予
防にも取り組んでいます。

● 木谷　崇和
　 医学博士、日本内科学会認定内科医、日本呼吸器学会専門医

入院および外来患者様の歯科治療全般を担当しています。
当院では様々な職種がチームとして「口腔ケア」に取り組
んでおり、入院患者様の肺炎予防に努めています。

● 田中　隆一
　 日本矯正歯科学会・認定医
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1．単科精神科病院における口腔ケアと肺炎の発症について
2．経鼻経管を抜去後新たな口腔ケアの試みを行い誤嚥性肺炎が予防された3症例

　当院では平成24年度、平成25年度と入院患者にインフ
ルエンザ院内感染が発生したが、平成26年度はインフルエ
ンザ発症患者が0名だったことから、その理由を探ることに
よってより良い院内感染防止対策の考案を目指し、昨年度
看護研究を行った。今回の研究は昨年の看護研究の継続研
究である。平成27年度におけるインフルエンザ感染の発生
要因を究明し、今後の院内感染防止対策の充実を図る為に

本研究を行うことにした。
　比較検討の結果、院内感染防止対策について全ての数的
データが向上し続けているとは言い難く、むしろ標準予防
策に必要なマスクや手指消毒液等の消費量は減少してい
た。これら以外にインフルエンザが発生した病棟スタッフへ
の聞き取り調査や、院内感染対策委員へのアンケートから
見えてきた院内感染対策の現状と課題について考察する。

　平成28年7月3日から5日にわたり、韓国のソウル特別
市江南区で開催された第30回国際神経精神薬理学会
（Collegium Internationale Neuro-Psychopharmacologicum： 
CINP World Congress 2016）に参加してきました。
　韓国の仁川国際空港からソウル駅まで直通電車で行
き、そこから地下鉄に乗り換えて学会の会場までどうにか
無事にたどり着きました。この時期の韓国は日本と同じく
梅雨であまり観光はできませんでしたが、会場のCoex 
Mallは東洋で最大級のショッピングモール。途方も無く広
いショッピング街は勿論、映画館あり、水族館あり、カジノ
ありの物凄い施設で、興味のあるセッションの合間に余っ
た時間を潰すには困りませんでした。
　私にとっては人生3回目の国際学会でありましたが、海
外開催の学会に参加するのは初めてであったため、「一人
で会場にしっかりたどり着けるだろうか？」「英語や韓国語で
問い詰められた上、相手が何を言っているかサッパリ聞き
取れなかったらどうしようか？」「通訳無しに講演を聞いても
時間の無駄ではなかろうか？」など、実にさまざまな面で事
前に緊張したり悩んだりもしておりましたが、いざ韓国に
行ってみると心配していたよりも英語（や身振り手振り）が
通じ、講演の内容も思っていたよりは理解でき、案ずるより
産むが易し、というのは本当なのだなと改めて思いました。
　この学会では基礎領域から実臨床領域まで幅広いト
ピックスがありましたが、その中でも、「Finding Autism 
Before Diagnosis: identification of very early signs 
of autism spectrum disorders in human and mice」
のシンポジウムでは、自閉症スペクトラム障害（ASD）に関
して、普段は論文でしか見たことの無い先生の研究成果や
症状の捉え方などを直接聞くことができ、非常に刺激を受
けました。特に、新生児の泣き声と定型・非定型発達の差

異に関する研究報告が印象的でした。このシンポジウムは
ASDについて、家族性危険因子、新生児の泣き声、遺伝子
マーカ、動物モデルの4テーマを各々のシンポジストが講
演する形式で、同一の疾患に関心を持っていても研究的
アプローチの方法は様々であると同時に、病態の解明と
治療への貢献という目標は同一であることを感じられる
内容でした。
　また、自身の発表としては、長崎大学精神神経科の小澤
寛樹教授の下での研究として「Investigation into the 
blood concentration of ω3 polyunsaturated fatty 
acids in youth ADHD patients」の題でポスター発表
を行い、11名の方とのディスカッションを介して多くの質
問や提案を頂くことができました。不慣れな英語での科学
的ディスカッションは伝えたい内容をうまく説明しきれず
冷や汗が出たものの、最終的にはどうにか伝わりホッとし
た……といった場面もあり、自分の英語力の未熟さを反省
するとともに、改めて英語を勉強し直そうと思う非常に貴
重な機会となりました。
　最後に、初めての国際学会発表は不安な事だらけでし
たが、やってみれば案外何とかなるし、考えていたほど大
層な事ではない、という体験をしておくのはとても価値の
あることだと感じました。なお、CINPは35歳までYoung 
Scientist枠となり、かなり
安価に参加登録することが
可能です。見聞を広げる意
味でも、費用的な意味でも、
一度は若いうちに海外の学
会に参加してみるのはお勧
め、と33歳でぎりぎり「ヤン
グ」な私は思いました。

3．目指せ！インフルエンザゼロ更新・第2報
　　～インフルエンザ院内感染防止対策の充実を図るために～
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若浦　雄也（看護師）

（要 約）
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介護主任紹介

森山　崇（B2病棟介護主任）
今年の9月よりB2病棟の介護主任として働かせて頂い
ています。この病院に勤めて精神科、認知症治療病棟
と経験し約10年が経ちました。最初は正直、介護の仕
事がしたいという訳ではありませんでしたが、「とりあ
えずやってみよう」という気持ちで入社し、色々と経
験していくうちに介護の仕事が好きになっていきまし
た。まだまだ未熟な自分ですが、介護主任として介護
スタッフを引っ張っていける存在になれるように勤め
てまいりたいと思います。

西山　崇（A2病棟介護主任）
今年の9月から介護主任として働かせて頂いています。
介護職は、主に患者様の生活の一部の介助、個々に応
じた援助を行う仕事です。その中で、コミュニケーショ
ンを図り、より良い信頼関係を築いていく事を念頭に
置きながら、少しでも患者様の役に立てるよう日々励
んでいます。まだまだ介護士として未熟な面も多々あ
るとは思いますが、これから介護主任として病棟看護
師長、看護主任と連携を図りながら、患者様へより良
い生活援助の提供が出来るよう頑張りたいと思ってお
りますので、宜しくお願いします。

入山　咲（介護士）
患者様から信頼される介護士を目指して頑張ります。

猪狩　恭子（薬剤師）
去年の12月に入社しました。これまでの経験を活かし
仕事に励みたいと思います。

森　翔子（管理栄養士）
患者様に喜んで頂ける食事づくりを目指します。

池田　浩太朗（准看護師）
今年の春から働き始めて半年が経ちました。高校を卒
業したばかりで准看護師としての経験も浅く、右も左
も分からない状態でしたので、まずは先輩方の手技を
積極的に学び、今後に生かせるように努めています。
また、現在は正看護師の資格を持っておらず、学校に
も通っていないので、当院で准看護師としての経験を
積み、正看護師の資格を取得していきたいと思います。

野口　歩愛（作業療法士）
今年の4月から作業療法士として働かせて頂いており
ます。現在は桜花病棟を担当しています。精一杯頑張っ
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

吉﨑　一樹（作業療法士）
今年の4月より作業療法士として働いています。B-2病
棟を担当しています。また、杠葉病院のクラブチーム
you’sでも、ソフトボールをさせて頂いています。こ
れから仕事とソフトボールを楽しく、頑張っていきた
いと思います。
血液型：A　　好きな食べ物：アイス吉村　梓（作業療法士）

今年の4月より作業療法士として働かせていただいて
おります。現在はA-4病棟を担当しています。社会人
1年目ということもあり、ご迷惑をおかけすることも
あると思いますが、精一杯頑張りたいと思います。

山下　國廣（営繕）
入社して半年経過しました。更なる安全運転に務め
ます。

羽根　和幸（看護師）
今年の7月より勤務している看護師の羽根和幸です。
以前は5年程、急性期内科病棟で勤務していました。
現在はこれまでと職場環境が大きく違うため、初めの
頃は戸惑うこともたくさんありました。しかし徐々に
職場にも慣れてくると患者様ともスムーズにコミュニ
ケーションをとることが出来るようになりました。ま
だまだ精神科看護について日々勉強し、これまでの経
験を活かしながらスキルアップ出来るように頑張って
いこうと思います。

九州精
発表

1．単科
2．経鼻

平成 29 年（2017年）新春　　第12号（1）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 平成 29 年（2017年）新春　　第12号（2）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」 平成 29 年（2017年）新春　　第12号（3）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」

部署紹
介



医局紹介

　機能別ユニットケアの導入について平成27年度より他病
院、他施設のユニットケア病棟の見学に行き、スタッフ教
育そして病棟設備等の改善に至るまでの準備を行ってきま
した。その背景には、様々な生活技能レベルの認知症患者
の増加が挙げられます。また、病院と家庭、施設などの社
会とのリンクを強めていくこと、さらにはマンパワーを最
大限に生かすための業務改善など、病院のみならず地域社
会からの多大なるニーズも存在しています。ユニットケア
はそういった声に対応するための一環として導入しました。
　病院におけるユニットケアとは「その病棟で勤務してい
る職員が患者の看護、介護、その他のニーズに迅速かつ柔
軟に判断・対応が出来るように、規模を縮小した看護・介
護の提供体制」であります。ユニットケアの利点として次
のことがあげられます。

❶ 患者の身体および認知機能別小規模ケアは、患者の個別
ケアの充実を可能にする。

❷ 患者の機能評価を十分に行うことが出来る。（機会の増加
を見込める）

❸ 小規模集団を受け持つので、患者一人ひとりに関わる時
間が増える。

❹ 患者のニーズを感知しやすくなる。
❺ 患者のニーズに沿った看護計画と、地域に戻るための支
援を行いやすくなり、個々の患者にあった社会資源の提
案が可能になる。

　スタッフ同士の連携やスタッフの意識・技術を高める研
修などの機会を充実させ、よりよい看護・介護が提供でき
るように努力していきます。 桜花病棟　若浦雄也

　常勤医、非常勤医師ともに、安全で安心な医療を提供することに
より地域の皆様のお役にたち、「地域に選ばれる病院」になるよう
努力しています。受診、入院の相談がございましたら、当院地域
生活支援課へお気軽にお電話ください。（電話：095-878-3734）

　平成28年12月1日～平成28年12月2日、第62回九州精神医療学会　沖縄
大会がおこなわれ、当院からも学会発表をおこないました。学会発表では3例
の発表がありましたが、今回は、その中の1事例をご紹介したいと思います。

精神疾患全般の治療を担当しています。特に高齢者や更年
期女性患者様には、合併する身体疾患および歩行・嚥下な
どの機能面を十分に考慮した、包括的な医療提供を心がけ
ています。

● 坂井　秀隆
　 精神保健指定医、医学博士、日本精神神経学会専門医

統合失調症、気分障害、不安障害、青年期から老年期の精
神疾患まで幅広く診療しています。産業医としても職場の
環境改善にお手伝いをしています。

● 中野　豪一
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医、産業医

精神科入院患者様の治療を主に担当しています。精神科疾
患に伴う内科的な合併症治療や全身管理を行う事で、より
良い治療環境を提供できるよう努力しています。

● 土屋　健史
　 医学博士、産業医

認知症専門医として「認知症地域連携セミナー」を定期的
に開催するなど、地域の皆様や様々な職種の方々と連携し、
認知症患者様が住みよい街作りをお手伝いしています。

● 葉室　篤
　 精神保健指定医、日本老年精神医学会専門医・指導医、
　 日本認知症学会専門医・指導医

精神疾患全般の治療を担当している女性医師です。癌に伴
う精神症状の治療（サイコオンコロジー）にも取り組み、
患者様の苦痛を少しでも和らげるよう努力しています。

● 鬼塚　芙美
　 精神保健指定医、日本精神神経学会専門医

高齢化社会の現在、精神科病院といえども身体疾患を併せ
持つ患者様の割合はかなり高くなっています。入院患者様
の身体疾患の治療・全身管理のみならず、高齢者の肺炎予
防にも取り組んでいます。

● 木谷　崇和
　 医学博士、日本内科学会認定内科医、日本呼吸器学会専門医

入院および外来患者様の歯科治療全般を担当しています。
当院では様々な職種がチームとして「口腔ケア」に取り組
んでおり、入院患者様の肺炎予防に努めています。

● 田中　隆一
　 日本矯正歯科学会・認定医

桜
病棟だより

花 ユニットケア導入について
機能別

九州精神医療学会
発表演題 3例

発表演題

1．単科精神科病院における口腔ケアと肺炎の発症について
2．経鼻経管を抜去後新たな口腔ケアの試みを行い誤嚥性肺炎が予防された3症例

　当院では平成24年度、平成25年度と入院患者にインフ
ルエンザ院内感染が発生したが、平成26年度はインフルエ
ンザ発症患者が0名だったことから、その理由を探ることに
よってより良い院内感染防止対策の考案を目指し、昨年度
看護研究を行った。今回の研究は昨年の看護研究の継続研
究である。平成27年度におけるインフルエンザ感染の発生
要因を究明し、今後の院内感染防止対策の充実を図る為に

本研究を行うことにした。
　比較検討の結果、院内感染防止対策について全ての数的
データが向上し続けているとは言い難く、むしろ標準予防
策に必要なマスクや手指消毒液等の消費量は減少してい
た。これら以外にインフルエンザが発生した病棟スタッフへ
の聞き取り調査や、院内感染対策委員へのアンケートから
見えてきた院内感染対策の現状と課題について考察する。

　平成28年7月3日から5日にわたり、韓国のソウル特別
市江南区で開催された第30回国際神経精神薬理学会
（Collegium Internationale Neuro-Psychopharmacologicum： 
CINP World Congress 2016）に参加してきました。
　韓国の仁川国際空港からソウル駅まで直通電車で行
き、そこから地下鉄に乗り換えて学会の会場までどうにか
無事にたどり着きました。この時期の韓国は日本と同じく
梅雨であまり観光はできませんでしたが、会場のCoex 
Mallは東洋で最大級のショッピングモール。途方も無く広
いショッピング街は勿論、映画館あり、水族館あり、カジノ
ありの物凄い施設で、興味のあるセッションの合間に余っ
た時間を潰すには困りませんでした。
　私にとっては人生3回目の国際学会でありましたが、海
外開催の学会に参加するのは初めてであったため、「一人
で会場にしっかりたどり着けるだろうか？」「英語や韓国語で
問い詰められた上、相手が何を言っているかサッパリ聞き
取れなかったらどうしようか？」「通訳無しに講演を聞いても
時間の無駄ではなかろうか？」など、実にさまざまな面で事
前に緊張したり悩んだりもしておりましたが、いざ韓国に
行ってみると心配していたよりも英語（や身振り手振り）が
通じ、講演の内容も思っていたよりは理解でき、案ずるより
産むが易し、というのは本当なのだなと改めて思いました。
　この学会では基礎領域から実臨床領域まで幅広いト
ピックスがありましたが、その中でも、「Finding Autism 
Before Diagnosis: identification of very early signs 
of autism spectrum disorders in human and mice」
のシンポジウムでは、自閉症スペクトラム障害（ASD）に関
して、普段は論文でしか見たことの無い先生の研究成果や
症状の捉え方などを直接聞くことができ、非常に刺激を受
けました。特に、新生児の泣き声と定型・非定型発達の差

異に関する研究報告が印象的でした。このシンポジウムは
ASDについて、家族性危険因子、新生児の泣き声、遺伝子
マーカ、動物モデルの4テーマを各々のシンポジストが講
演する形式で、同一の疾患に関心を持っていても研究的
アプローチの方法は様々であると同時に、病態の解明と
治療への貢献という目標は同一であることを感じられる
内容でした。
　また、自身の発表としては、長崎大学精神神経科の小澤
寛樹教授の下での研究として「Investigation into the 
blood concentration of ω3 polyunsaturated fatty 
acids in youth ADHD patients」の題でポスター発表
を行い、11名の方とのディスカッションを介して多くの質
問や提案を頂くことができました。不慣れな英語での科学
的ディスカッションは伝えたい内容をうまく説明しきれず
冷や汗が出たものの、最終的にはどうにか伝わりホッとし
た……といった場面もあり、自分の英語力の未熟さを反省
するとともに、改めて英語を勉強し直そうと思う非常に貴
重な機会となりました。
　最後に、初めての国際学会発表は不安な事だらけでし
たが、やってみれば案外何とかなるし、考えていたほど大
層な事ではない、という体験をしておくのはとても価値の
あることだと感じました。なお、CINPは35歳までYoung 
Scientist枠となり、かなり
安価に参加登録することが
可能です。見聞を広げる意
味でも、費用的な意味でも、
一度は若いうちに海外の学
会に参加してみるのはお勧
め、と33歳でぎりぎり「ヤン
グ」な私は思いました。

3．目指せ！インフルエンザゼロ更新・第2報
　　～インフルエンザ院内感染防止対策の充実を図るために～

西　　英行（看護師）
水口　和洋（看護師）
若浦　雄也（看護師）

（要 約）

2016年国際神経精神薬理学会（30th CINP）の参加報告 薬剤部　薬剤師

米澤　健

が
意

学
勧
ン

新人職員紹介

介護主任紹介

森山　崇（B2病棟介護主任）
今年の9月よりB2病棟の介護主任として働かせて頂い
ています。この病院に勤めて精神科、認知症治療病棟
と経験し約10年が経ちました。最初は正直、介護の仕
事がしたいという訳ではありませんでしたが、「とりあ
えずやってみよう」という気持ちで入社し、色々と経
験していくうちに介護の仕事が好きになっていきまし
た。まだまだ未熟な自分ですが、介護主任として介護
スタッフを引っ張っていける存在になれるように勤め
てまいりたいと思います。

西山　崇（A2病棟介護主任）
今年の9月から介護主任として働かせて頂いています。
介護職は、主に患者様の生活の一部の介助、個々に応
じた援助を行う仕事です。その中で、コミュニケーショ
ンを図り、より良い信頼関係を築いていく事を念頭に
置きながら、少しでも患者様の役に立てるよう日々励
んでいます。まだまだ介護士として未熟な面も多々あ
るとは思いますが、これから介護主任として病棟看護
師長、看護主任と連携を図りながら、患者様へより良
い生活援助の提供が出来るよう頑張りたいと思ってお
りますので、宜しくお願いします。

入山　咲（介護士）
患者様から信頼される介護士を目指して頑張ります。

猪狩　恭子（薬剤師）
去年の12月に入社しました。これまでの経験を活かし
仕事に励みたいと思います。

森　翔子（管理栄養士）
患者様に喜んで頂ける食事づくりを目指します。

池田　浩太朗（准看護師）
今年の春から働き始めて半年が経ちました。高校を卒
業したばかりで准看護師としての経験も浅く、右も左
も分からない状態でしたので、まずは先輩方の手技を
積極的に学び、今後に生かせるように努めています。
また、現在は正看護師の資格を持っておらず、学校に
も通っていないので、当院で准看護師としての経験を
積み、正看護師の資格を取得していきたいと思います。

野口　歩愛（作業療法士）
今年の4月から作業療法士として働かせて頂いており
ます。現在は桜花病棟を担当しています。精一杯頑張っ
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いし
ます。

吉﨑　一樹（作業療法士）
今年の4月より作業療法士として働いています。B-2病
棟を担当しています。また、杠葉病院のクラブチーム
you’sでも、ソフトボールをさせて頂いています。こ
れから仕事とソフトボールを楽しく、頑張っていきた
いと思います。
血液型：A　　好きな食べ物：アイス吉村　梓（作業療法士）

今年の4月より作業療法士として働かせていただいて
おります。現在はA-4病棟を担当しています。社会人
1年目ということもあり、ご迷惑をおかけすることも
あると思いますが、精一杯頑張りたいと思います。

山下　國廣（営繕）
入社して半年経過しました。更なる安全運転に務め
ます。

羽根　和幸（看護師）
今年の7月より勤務している看護師の羽根和幸です。
以前は5年程、急性期内科病棟で勤務していました。
現在はこれまでと職場環境が大きく違うため、初めの
頃は戸惑うこともたくさんありました。しかし徐々に
職場にも慣れてくると患者様ともスムーズにコミュニ
ケーションをとることが出来るようになりました。ま
だまだ精神科看護について日々勉強し、これまでの経
験を活かしながらスキルアップ出来るように頑張って
いこうと思います。

九州精
発表

1．単科
2．経鼻
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今年も新しい年を無事に迎えることができました。のびのびリングも発刊5年目となり、今まで以上に、より良い情報
そして、皆様に貢献できるような活動の報告をして参りたいと思いますので宜しくお願い致します。

http://www.yuzuriha.or.jp/

編 集
後 記

武次食堂

土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、お引き受けできない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）してい
ただければ、坂の下までお迎えに参り
ますので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

す ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

平成28年度

「敬老会」
がおこなわれました

　浦郷事務長、坂井副院長より挨拶の言葉があり、早速、対象者の方々へ、記念品の贈呈がおこなわれました。
その後、“桜井すずめさん”によるオンステージが始まると、一挙に会場も盛り上がりました。さらに、デビュー
曲である「ながさき…」を披露して頂き、透き通るような美声で患者様を始め、会場全体が桜井すずめさんの
歌声に魅了されました。
　その後、職員による「祝いの舞」披露、最後に、会場全体で「長崎ぶらぶら節」を踊り、敬老のお祝いをす
ることができました。

　平成28年9月22日（木）（秋分の日）、毎年恒例の藤村杯ソ
フトボール大会に杠葉病院チームとして今年も参加しました。
　毎年、長崎県大会出場を目指してこの1年間、定期的な練習
を重ねてきて日頃の努力の成果を見せたいところでしたが、今
年も「2引き分け」でパート優勝する事ができませんでした。
　来年こそは、県大会出場を目指したいと思います。

病院親睦ソフトボール大会へ参加しました第55回
藤村薬品

杯

　平成28年9月17日（土）、杠葉病院B棟1Fホールにて、
今年の敬老会をおこないました。
　当日は、入院中のご家族の方々も来院して頂きました。

桜井すずめさんの
オンステージ!!

職員による

「祝いの舞」を披
露

患者様も思わず、
踊りだしました

最後は、

ぶらぶら
節で

フィナー
レ！
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平成 29 年（2017年）新春　第12号（4）医療法人協治会 杠葉病院　広報誌「のびのびリング」

http://www.yuzuriha.or.jp/　編集発行：医療法人協治会　杠葉病院　☎095-878-3734

のびのびリング

2017

病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

福岡県内にある神社にて撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。

第 12号
新春
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今年も新しい年を無事に迎えることができました。のびのびリングも発刊5年目となり、今まで以上に、より良い情報
そして、皆様に貢献できるような活動の報告をして参りたいと思いますので宜しくお願い致します。
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土井首
バス停

「最近、眠れない」「毎日、ゆううつで何もしたくない」「仕事でのストレスで体調がすぐれない」
「最近、親が物忘れがひどくなった」等、誰にも悩みを話せない・・・でもどうにかしたい！
そのような悩みがあれば、私たちからご自宅等へ出向きお話を聞かせて下さい。
一緒にお悩みを共有しながら、「こころの元気」を取り戻すお手伝いをさせて下さい。
※まずは、お気軽にお電話下さい。（相談内容によっては、お引き受けできない場合もございますのでご了承ください。）

「出張相談」いたします

当院へ徒歩でお越しの際は、坂の登り
口より電話（095-878-3734）してい
ただければ、坂の下までお迎えに参り
ますので遠慮なくご利用ください。
（土日祝は除きます）

この区間は
急な上り坂に
なっています

駐車場

診療科目

病床数

長崎バス
30番系統に乗車　（深堀・香焼・野母崎方面行き）
土井首バス停下車　徒歩およそ10分
クルマ
国道499号下り線土井首バス停の次の信号の先を左折
（田吾作米の看板が目印）
長崎駅・大波止ターミナルからは、野母崎・香焼方面に向け
国道499号線沿いをおよそ30分走行

〒850-0975 長崎県長崎市三和町413番地

TEL 095-878-3734 FAX 095-878-3289
検  索杠葉病院

す ～こころのかぜひいていませんか？～

電話受付：平日（月～金）（10:00 ～16:00）（予約制）
お問い合わせ：（095）878-3734　事務総務課　担当：吉田形（よしだがた）、地域生活支援課　担当：冨永

連絡先

地域生活支援課からのお知らせ
～患者様とご家族の方へ～
外来受診や入院相談に関しては、
地域生活支援課のソーシャルワーカーが対応します。
ささいな事でも構いませんので、お気軽にご相談ください。

～医療機関および施設の方へ～
地域医療連携の窓口として
「地域生活支援課」が、お話をうかがいますので、
ぜひご利用ください。

受付時間 ： 8:50～17:10 電話 095-878-3734 （代表）ファックス095-878-3289 （代表）

平成28年度

「敬老会」
がおこなわれました

　浦郷事務長、坂井副院長より挨拶の言葉があり、早速、対象者の方々へ、記念品の贈呈がおこなわれました。
その後、“桜井すずめさん”によるオンステージが始まると、一挙に会場も盛り上がりました。さらに、デビュー
曲である「ながさき…」を披露して頂き、透き通るような美声で患者様を始め、会場全体が桜井すずめさんの
歌声に魅了されました。
　その後、職員による「祝いの舞」披露、最後に、会場全体で「長崎ぶらぶら節」を踊り、敬老のお祝いをす
ることができました。

　平成28年9月22日（木）（秋分の日）、毎年恒例の藤村杯ソ
フトボール大会に杠葉病院チームとして今年も参加しました。
　毎年、長崎県大会出場を目指してこの1年間、定期的な練習
を重ねてきて日頃の努力の成果を見せたいところでしたが、今
年も「2引き分け」でパート優勝する事ができませんでした。
　来年こそは、県大会出場を目指したいと思います。

病院親睦ソフトボール大会へ参加しました第55回
藤村薬品

杯

　平成28年9月17日（土）、杠葉病院B棟1Fホールにて、
今年の敬老会をおこないました。
　当日は、入院中のご家族の方々も来院して頂きました。

桜井すずめさんの
オンステージ!!

職員による

「祝いの舞」を披
露

患者様も思わず、
踊りだしました

最後は、

ぶらぶら
節で

フィナー
レ！
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病 院 理 念

患者様本位の医療と看護
一、人間としての尊厳と生活の質を重視した思いやりのあるケアの提供

二、地域社会との連携を目指した医療・看護サービスの提供

三、職員の専門知識の向上による医療・看護の充実

基本方針

福岡県内にある神社にて撮影

杠葉病院は、大正13年に創設された精神科の医療機関です。
長崎市南部の緑豊かな環境の中、地域に根差した医療を心がけています。
職員一同、「患者様本位の医療と看護」の理念に基づいた人間的温かみのある

医療サービスの提供に努めます。

第 12号
新春


